
 
問）「学徒出陣」の沿革や経緯（どのような通達があって、「学徒出陣」に至ったのか等）に    

ついて知りたい。 

答） 昭和館図書室は戦中・戦後の国民生活に関する図書や雑誌など、約 12 万 7 千冊を所蔵 

しており、うち 5 千冊が閲覧室内の開架書棚に配置されています。閉架書庫にある図書を

閲覧するには利用カードの登録と 10 冊までの貸出し制限がありますが、開架本は冊数の

制限なく、自由に手に取ってご覧いただけます。今回は「学徒出陣」に関する開架本を

検索してみましょう。 

図書検索 → ことばから探す → 学徒出陣 → 検索対象の「開架」にチェックを入れる ⇒ 

１０１件ヒット 

 
  件数が多い場合は、分類で絞り込むと、内容を限定して検索できます。 

「学徒出陣」の検索結果１０１件から、沿革や経緯などに関わる内容の本を読みたい場合は、

［絞り込み検索］ ⇒ ［分類で絞り込む］ ⇒ ［200：歴史で探す］ ⇒ ４９件 

✧『学徒出陣 “わだつみ世代の伝言”』（210.75/I93）開架一般  

✧『学徒出陣』（210.75/N71）開架一般 

✧『学徒出陣 戦争と青春』（210.75/N76）開架一般 

 

学徒出陣が行われた大学での調査や研究結果などを知りたい場合は、 

［絞り込み検索］ ⇒ ［分類で絞り込む］ ⇒ ［300：社会科学で探す］ ⇒ ２２件 

✧『東京大学の学徒動員・学徒出陣』（377.28/To46）開架一般 

✧『戦争と明治大学 明治大学の学徒出陣・学徒勤労動員』（377.28/Me25）開架 15 番書棚 

✧『専修大学史資料集 第 7 巻 専修大学と学徒出陣』（377.28/Se73/7）開架 15 番書棚 

✧『学徒動員・学徒出陣 制度と背景』（373.1/F77）開架一般 

 

 

 

～図書室にはこんな本があります～ 

Ｎｏ. ２１５  

 

＊利用者からの質問をもとに昭和館図書室の資料をご紹介します。 

（書名の後の（ ）の数字は請求記号です。） 
  

図書室には、書棚に並んでいる図書以外にもたくさんあります。 

検索端末を使って、読みたい本を探してみてください。 

操作方法等、カウンター職員までお気軽にお問い合わせください。 



藤田嗣治 と 戦争画 

 

今年、没後 50 年を迎える 藤田
ふ じ た

嗣
つ ぐ

治
は る

は太平洋戦争期、「アッツ 島
と う

玉砕
ぎ ょ く さ い

」「サイパン 島
と う

同胞
ど う ほ う

臣
し ん

節
せ つ

を全うす」などの戦争画を遺しました。 

東京小石川に生まれた藤田は、24 歳で東京美術学校を卒業し、大正 2 年（1913）に単身で

パリへ留学します。昭和 8 年（1933）11 月、中南米から日本に戻り、その 4 年後に戦争をテー

マとした最初の作品「千人針」を描きました。翌年、海軍省の嘱託として中国戦線の取材に赴

き、再び渡仏しましたが、開戦前年の昭和 15 年に帰国します。 

藤田は取材したことをもとに戦争画を描き、昭和 16 年 5 月の第 5 回大日本海洋美術展に「

南昌
な ん し ょ う

飛行場
ひ こ う じ ょ う

の 焼討
や き う ち

」を、7 月の第 2 回聖戦美術展に「哈爾哈
は る は

河畔
か は ん

之
の

戦闘
せ ん と う

」を出品しま

した。その後も戦争画の取材と制作・出品を重ねます。中でも「アッツ島玉砕」が、同 18 年 9 月

に陸軍美術協会主催の国力総力決戦美術展の目玉作品として出品されると、朝日新聞に図

版入りで紹介記事が掲載され、大きな話題を呼びました。翌年 4 月に刊行された『絵巻
え ま き

アッツ

島
と う

血
け っ

戦
せ ん

』では「アッツ島玉砕」が巻頭を飾っています。 

戦況の悪化に伴い、藤田は神奈川県相模原に疎開します。絵具などが配給になり、戦地で

の取材もできなったが、昭和 20年 4月の第 3回陸軍美術展に「サイパン島同胞臣節を全うす」

を出品するなど、画家としての活動を続けました。 

終戦後、GHQ によって戦争画は接収され、藤田の作品もその対象となりました。藤田本人

も戦争協力者として日本の美術界から糾弾されましたが、国民として戦争完遂に協力すること

は義務であったこと、敗戦を機に反省をしているとして反論します。藤田への批判は次第に落

ち着きましたが、彼は国外への渡航を計画します。昭和 24 年 2 月にアメリカからビザがおりる

と翌月渡米、翌年 2 月には渡仏します。藤田は日本を去るにあたり、次の言葉を残しました。 

「絵かきは絵に誠実に絵だけを描いてほしい。仲間げんかしないで下さい。」 

藤田は昭和 30 年（1955）にフランス国籍を取得し、日本国籍を抹消しました。以後、一度も

日本に戻らず、43 年 1 月にスイスのチューリッヒで息を引き取りました。 

◎参考文献◎ 

『画家と戦争 別冊太陽』 720/Ta33/220 開架大型 

『いかに戦争は描かれたか』 723/O84 開架書棚 

『絵具と戦争 従軍画家たちと戦争画の軌跡』 720/Mi93 開架書棚 

 

◎図書室からのお知らせ◎ 

10/2（火）～11/30（金） 図書室内のハングオールで、 

戦争画に関する資料を紹介します。どうぞご利用ください。 

ぶ ら り ら い ぶ ら り ぃ ～図書室にはこんな本があります～ ＮＯ．２１５ 
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